
並行在来線問題・公開例会  予約不要・入場無料 
 

  通学定期 最大 10％値上げも!!  

 

とき 2012 年 12 月８日（土）午前１0 時～12 時（開場 9 時半） 

ところ 県民会館（富山駅から徒歩 10 分）５階 509 号室 

講師 岡本勝規氏（公共交通を良くする会、交通政策） 

演題「北陸新幹線金沢開業後に在来線はどうなるのか 

－並行在来線問題と富山県の経営計画案－」 

概要：北陸本線の直江津～金沢間は並行在来線として、2014 年度の北陸新幹線延伸開業と同

時に、ＪＲ西日本から経営分離される予定です。経営分離後の並行在来線の運営について富山県

は、第三セクター鉄道で運営を引き継ぐとして、その経営計画素案( 終)を 2012 年 11 月に発表

しました。県はこの経営計画案を、2013 年１月には確定させたい意向です。つまり、我々富山県

民は新幹線と引き替えに、100km に及ぶ県内鉄道幹線を、ほぼ自力で維持していく 終的な決断を

しようとしているのです。 東海道新幹線や上越新幹線が整備された時には、そのようなことは

生じませんでした。ではなぜ、富山県では生じるのでしょうか？ そのようなことが生じて問題

はないのでしょうか？ そもそも北陸本線の運営責任は県民に帰さねばならないのでしょうか？ 

今回は、経営分離政策の歴史的概観や、鉄道利用者への影響を紹介しつつ政策の妥当性と生じる

課題をお話します。更に、政策見直しの動きとともに県の経営計画の問題点にも言及し、並行在

来線の運営のあり方を考えていきたいと思います。 

 

会場からの質問にも答えます。多くの皆様のご来場をお待ちしています。 

 

 

 

主催 日本科学者会議富山支部  

問合せ先、林 節男（sehaya あっと pu-toyama.ac.jp）亀田悦正（etuma123 あっとma.net3-tv.net） 

後援：公共交通を良くする会 



日本科学者会議の紹介です。 

 
皆様の入会申込、シンポジウム・例会への参加、雑誌購読等をお待ちしています。 


